
【木曜日】

ゼロ災達成へ現場点検

建災防旭川と旭川労基署

ι＂＂‘ 

安全衛生管理の取組を入念に確認

2 0 2 1年（令和3年） 1 0月14日

【
旭
川
発
】
建
災
防
旭
川
分

－パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
参

会
（
川
島
崇
則
分
会
長
）
と
旭

一加
者
9
人
が
旭
川
開
建
発
注
の

川
労
基
署
は
ロ
日
、
合
同
安
全

一農
業
工
事
現
場
を
点
検
。
無
事

ゼ
ロ
災
害
へ
決
意
新
た
に

ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ

安
全
大
会

f吉

【
浦
河
発
】
ケ
イ
セ
イ
マ
サ

キ
建
設
側
（
新
冠
、
正
木
健
太

社
長
）
は
2
日
、
新
ひ
だ
か
町

公
民
館
で
本
年
度
第
2
目
安
全

大
会
を
開
催
し
た
。
社
員
を
は

じ
め
協
力
会
社
か
ら
印
人
が
参

加
し
、
工
事
追
い
込
み
期
を
迎

え
一
層
の
安
全
意
識
高
揚
を

図
っ
た
。
建
災
防
の
建
設
工
事
追
い
込

み
期
労
働
災
害
防
止
運
動
に
合

わ
せ
て
実
施
。
あ
い
さ
つ
で
正

木
社
長
は
「
経
営
理
念
で
あ
る

H

国
土
強
靭
化
企
業
と
し
て
建

設
業
を
通
じ
て
地
域
に
夢
を
与

え
る
μ

ぞ
実
践
し
て
い
く
た
め

に
も
、
安
全
は
何
事
に
も
優
先

す
る
。

I
C
T施
工
や
新
技
術

i邑i菖1毎オ~（第三種郵便物認可）

【
室
蘭
発
】
菱
中
建
設
鯛
（
本

社
・
札
幌
、
本
店
・
苫
小
牧
、

山
崎
啓
二
社
長
）
は
苫
小
牧
工

業
高
校
土
木
科
2
年
生
4
人
を

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受
け
入

れ
て
い
る
。
生
徒
は
ロ
日
か
ら

き
ょ
う
H
日
ま
で
、
工
事
現
場

の
見
学
や
測
量
業
務
体
験
、
ド

ロ
l
ン
に
よ
る
撮
影
な
ど
様
々

な
体
験
を
重
ね
、
建
設
業
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
る
。

ロ
日
は
、
「
胆
振
海
岸
保
全

工
事
の
内
白
老
日
の
出
町
人
工

リ
l
フ
ほ
か
工
事
」
（
萩
原
・

( 5 ) 

故
・
無
災
害
で
の
完
工
に
向

け
、
追
い
込
み
期
に
お
け
る
安

全
対
策
の
徹
底
学
求
め
た
。

安
全
指
導
者
歩
は
じ
め
、
労

基
署
の
惇
福
秀
敏
安
全
衛
生
課

長
や
建
災
防
道
支
部
の
小
林
昭

夫
安
全
管
理
士
が
参
加
。
旭
川

開
建
発
注
の
「
旭
東
地
区
上
流

幹
線
用
水
路
」
（
側
ア
ラ
タ
工

業
施
工
）
を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
た
。

密
を
避
け
る
た
め
少
人
数
で

事
務
所
内
の
書
類
を
確
認
し
た

あ
と
、
現
場
を
点
検
。
墜
落
災

害
や
崩
壊
・
倒
壊
と
い
っ
た
各

種
対
策
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

店
の
林
修
久
副
支
店
長
が
職
場

に
お
け
る
パ
ヲ
ハ
ヨ
に
つ
い
て

講
義
。
参
加
者
は
、
心
と
体
の

健
康
と
安
全
安
心
な
職
場
環
境

の
実
現
で
、
労
働
災
害
ゼ
口
達

成
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し

た
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実際の現場を体感して

菱
中
J
V施
工
）
、
「
登
別
港
線

補
助
金
蘭
法
華
ト
ン
ネ
ル
工

事
」
（
伊
藤
・
菱
中
・
泰
進
J

V
施
工
）
の
現
場
へ
。
工
事
内

容
の
説
明
、
現
場
見
学
、
安
全

管
理
業
務
の
体
験
な
ど
を
実
施

し
た
。「
登
別
港
線
｜
」
で
は
、
施

工
中
の
蘭
法
華
ト
ン
ネ
ル
内
を

見
て
回
る
な
ど
、
普
段
の
実
習

で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を

し
た
。

日
日
は
、
「
経
営
体
幌
内
沢

ほ

か
2
地
区
口
工
区
」
（
菱

苫工高生受入菱中建設

中
・
山
越
J
V施
工
）
、
「
勇
払

東
部
地
区
富
野
用
水
路
美
里
中

流
工
区
災
害
復
旧
工
事
」
（
萩

原
・
菱
中
J
V施
工
）
歩
訪
問

し
た
。き
ょ
う
凶
日
は
、
「
き
た
ひ

る
か
ど
う
か
を
見
て
回
っ
た
。
一た
」
「
最
後
ま
で
事
故
の
な
い

講
評
で
は
、
参
加
者
か
ら
「
書

一よ
う
に
作
業
を
進
め
て
ほ
し

類
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
現
場

一
い
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

も
安
全
通
路
な
ど
し
っ
か
り
と

一
い
た
。

取
り
組
ま
れ
て
い
て
良
か
っ

一

ど
う
な
ん
建
設
お
し
ら
せ
隊
が
見
学
会

次
代
担
う
子
に
業
界
周
知

木
古
内
の
I
C
T
施
工
現
場
で

【
函
館
発
】
函
館
開
建
、
函

館
建
管
、
函
館
測
量
設
計
業
協

会
（
久
保
三
雄
会
長
）
、
函
館

建
青
会
（
能
登
谷
大
輔
会
長
）

の
建
設
4
団
体
に
よ
る
「
ど
う

な
ん
建
設
お
し
ら
せ
隊
」
は
ロ

目
、
木
古
内
町
内
で
地
元
中
学

生
を
対
象
と
し
た
I
CT
現
場

見
学
会
を
開
催
し
た
。
費
藤
建

設
側
（
函
館
）
が
施
工
す
る
「
函

館
江
差
自
動
車
道
木
古
内
町
大

平
改
良
」
の
現
場
に
木
古
内
中

学
校
の
1
年
生
凶
人
を
招
き
、

I
C
T建
設
機
械
や
ド
ロ
l
ン

の
操
作
体
験
を
実
施
。
次
代
を

担’
24Jど
も
た
ち
に
、
建
設
業

の
魅
力
や
社
会
資
本
整
備
の
重

要
性
を
伝
v

え
た
。

ど
う
な
ん
建
設
お
し
ら
せ
隊

は
、
若
手
技
術
者
の
減
少
や
担

い
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
の
解

消
を
目
指
し
、

2
0
2
0年
刊

月
に
発
足
。
道
南
地
区
の
4
団

体
が
連
携
し
て
建
設
産
業
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
、
業
界
の
担

い
手
確
保
・
育
成
に
つ
な
げ
る

取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

ろ
し
ま
総
合
運
動
公
園
線
防
A

1
地
方
道
工
事
2
号
橋
下
部
工

そ
の
2
」
（
菱
中
建
設
側
施

工
）
、
「
道
央
圏
連
絡
道
路
長
沼

町
南
4
号
線
函
渠
設
置
工
事
」

（
萩
原
・
菱
中
J
V施
工
）
を

訪
れ
る
予
定
。
期
間
内
で
海

岸
、
道
路
、
農
業
、
橋
梁
と
様
々

な
工
種
を
体
験
す
る
。

登
別
市
か
ら
感
謝
状

富
士
建
設

【
室
蘭
発
】
富
士
建
設
側
（
室

蘭
、
橋
詰
昌
明
社
長
）
は
ロ
目
、

登
別
市
か
ら
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
。
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
登
別
市
民
会
館
入
口

ス
ロ
ー
プ
前
床
浮
き
部
炉
補
修

し
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
。
市

教
育
委
員
会
の
武
田
博
教
育
長

が
感
謝
状
を
手
渡
し
、
功
績
を

た
た
え
た
。

「登
別
市
道
営
住
宅
改
善
工

事
登
別
西
団
地
B
2）
」
（
丸
山

秀
司
現
場
代
理
人
）
を
施
工
す

る
同
社
は
、
地
域
の
た
め
に
と

の
思
い
か
ら
、
活
動
を
企
画
。

市
民
会
館
補
修
で

タ
イ
ル
貼
り
の
市
民
会
館
玄
関

入
口
前
の
床
面
が
、
凍
上
な
ど

の
影
響
で
浮
き
上
が
り
、
は
が

「
地
元
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業

一の
操
作
体
験
を
行
っ
た
。

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た

一

生
徒
は
、
「
パ
ッ
ク
ホ
！
の

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

一迫
力
に
驚
い
た
」
「
建
設
産
業

函
館
開
建
の
職
員
は
、
茂
辺

一
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」

地
木
古
内
道
路
の
概
要
を
説
明

一な
ど
と
感
想
を
。
茂
辺
地
木
古

し
た
あ
と
、

3
Dレ
ー
ザ
ー
ス

一内
道
路
の
開
通
に
向
け
て
は
、

キ
ャ
ナ
や
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
ス

一
「
都
市
聞
の
移
動
が
楽
に
な
る

一ア

l
シ
ョ
ン
、
マ
ル
チ
G
N
S
一の
で
、
進
路
選
択
の
幅
が
広
が

S
受
信
機
な
ど
の

I
C
T機
器

一る
」
「
両
親
に
旅
行
に
連
れ
て

を
紹
介
。
生
徒
は
I
C
T施
工
一
行
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
期
待

の
有
効
性
を
確
認
し
た
上
で
、

一
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
た
。

I
C
T建
設
機
械
や
ド
ロ
1
ン
一

加
茂
技
術
管
理
官
は
、
先
端

y
t－
－

長

調

技
術
を
周
知
す
る
こ
と

aRA－盟
富

一

～
の
重
要
性
に
ふ
れ
、
「
担

↑

11
＝誠一
γ
い
手
の
確
保
・
育
成
に

一3E
E
つ
な
が
れ
ば
」
と
強

・
・
園
調
。
今
後
も
取
組
を
継

園
周
回
続
し
て
4
団
体
の
連
携

凶・
h

聞
を
探
め
、
業
界
の
課
題

三
弘一

解
消
に
努
め
て
い
く
方

ぷ
針
を
示
し
た
。

今
回
は
、
年
度
内
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
る
函
館
江
差

自
動
車
道
茂
辺
地
木
古
内
道
路

で、

I
C
T現
場
見
学
会
を
開

催
。
大
平
改
良
の
現
場
に
、
木

古
内
中
学
校
の
1
年
生
日
人
を

招
い
た
。
4
団
体
を
代
表
し
て
あ
い
さ

っ
し
た
函
館
開
建
の
加
茂
栄
哉

技
術
管
理
官
は
、
建
設
産
業
の

仕
事
が
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し
、

日
胆
地
区
建
設
技
術
者
を
育
て
る
会

高
校
生
の
職
業
観
を
育
成

建
設
業
の
魅
力
な
ど
一

を
紹
介
し
た

の
意
見
交
流
を
行
っ
た
。

日
高
自
動
車
道
で
は
、
「
日
高

自
動
車
道
節
婦
川
橋
上
部
西
」

（
飛
島
建
設
側
施
工
）
、
「
日
高
自

動
車
道
節
婦
川
橋
上
部
東
」
（
日

本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
附
施

工
）
、
「
日
高
自
動
車
道
稲
荷
改

良
」
（
附
出
口
組
施
工
）
の
隣
接

す
る
3
現
場
を
見
学
。
日
高
道

の
役
割
や
事
業
説
明
の
ほ
か
、

最
新
の
A
R技
術
を
駆
使
し
た

施
工
管
理
や
I
C
T土
木
機
械

を
体
験
し
た
。

引
率
し
た
成
田
亮
花
教
諭
は

「
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
働
く

職
場
が
最
新
の
技
術
を
活
用
し

た
仕
事
に
な
る
こ
と
を
知
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

I
C
T
活
用
現
場
で
見
学
会

【
浦
河
発
】
室
蘭
建
設
業
協

会
、
日
胆
地
区
測
量
設
計
協
会
、

室
蘭
開
建
、
室
蘭
建
管
の
4
機

関
で
組
織
す
る
「
日
胆
地
区
こ

れ
か
ら
の
建
設
技
術
者
を
育
て

る
会
」
は
ロ
目
、
室
蘭
工
業
高

校
の
生
徒
歩
｝
対
象
に
現
場
見
学

会
を
開
催
し
た
。
最
新
の
I
C

れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
な
ど
、

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ

と
を
知
り
、
ボ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
で

補
修
を
行
っ
た
。
活
動
で
は
、

タ
イ
ル
を
は
が
し
、
モ
ル
タ
ル

施
工
し
て
塗
装
、
滑
り
止
め
も

施
す
な
ど
、
専
門
技
術
を
生
か

し
て
き
れ
い
に
仕
上
げ
た
。

ロ
日
、
市
民
会
館
内
の
教
育

委
員
会
応
接
室
で
行
わ
れ
た
感

謝
状
贈
呈
式
に
は
、
柾
木
一
孝

常
務
取
締
役
登
別
支
店
長
、
丸

山
現
場
代
理
人
、
西
潟
伸
夫
専

任
監
理
技
術
者
が
出
席
。
武
田

教
育
長
が
丸
山
現
場
代
理
人
に

感
謝
状
を
手
渡
し
、
取
組
を
た

た
え
た
。

柾
木
常
務
取
締
役
登

別
支
店
長
は
「
今
後
も

地
域
の
た
め
に
貫
献
す

る
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い

た。右
か
ら
丸
山
現
場
代

一

理
人
、
西
潟
専
任
監
一

理
技
術
者
、
武
田
教
一

育
長
、
柾
木
常
務
一
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T
技
術
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

で
職
業
観
の
育
成
を
図
っ
た
。

日
胆
地
区
ζ
れ
か
ら
の
建
設

技
術
者
を
育
て
る
会
は
、
次
代

を
担
う
建
設
技
術
者
の
育
成
を

目
的
に
、
室
蘭
建
設
業
協
会
と

日
胆
地
区
測
量
設
計
協
会
の
2

団
体
と
、
国
、
道
が
連
携
し
、

建
設
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
組

織
。
室
蘭
工
業
高
校
と
苫
小
牧

工
業
高
校
で
土
木
を
学
ぶ
生
徒

を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

地
域
に
果
た
す
役
割

一

ゃ
、
実
際
の
現
場
で
の

一

仕
事
に
つ
い
て
理
解
と

一

関
心
を
高
め
て
も
ら
お

－

う
と
、
見
学
会
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

－

し
て
い
る
。

ロ
日
は
、
室
蘭
工
業
h

高
校
環
境
土
木
科
2
年

生
の
生
徒
叩
人
が
参

加
。
日
高
自
動
車
道
関

一

連
工
事
と
平
取
ダ
ム
建

設
工
事
の
現
場
見
学
と

室
蘭
建
協
メ
ン
バ
ー
と

重量
なの
ど A
も R
紹技 ＂;':' 

介警 b＇~~~
道 ~~ 司
し き主

Tこ
方包
工 g

第
一
、
第
二
、
第
五
道
通
ピ
ル
。

札
幌
駅
よ
り
徒
歩
三
分
。

道
庁
に
至
近
。

冷
暖
房
、
立
体
駐
車
場
‘

地
下
に
飲
食
店
街
が
あ
り
ま
す
。

地
下
貸
飲
食
店
舗
、

一
階
貸
店
舗
、

三
階
以
上
貸
事
務
所
．

委
側
面
談
。

圃圃圃置置町圃4瞳宮町冒．掴・目白白E司匝E語圏圃圃

shinpo
ノート注釈
shinpo : Marked

shinpo
折れ線


